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保健指導の実施成績

はじめに

東京都予防医学協会（以下，本会）では「健康寿命の

延伸」を理念に掲げ，さまざまな健康づくりを支援す

る活動を行っている。2015（平成27）年度は，より多

くの受診者へ支援ができるよう，新たな取り組みを

開始した。結果を以下に報告する。

2015年度の保健指導の実施数と内訳

2015年度の実施数を表に示した。また実施数の推

移を，個別保健指導（図1），集団保健指導（図2）に分

けて示した。

実施数の内訳は，個別保健指導実施総数8,879人の

うち，健診事後2職種一体型生活習慣改善保健指導

（ａ）が554人（6.2％），健診事後1職種型生活習慣改

善保健指導（ｂ）が299人（3.4％），健診時･人間ドッ

ク時保健相談（ｃ）が7,007人（78.9％），特定保健指導

（ｄ）が517人（5.8％），その他（ｅ）が502人（5.7％）で

あった。

（注） a： 保健師，管理栄養士，健康運動指導士のうち，

いずれか2つの専門職が指導に当たる。1人

当たり40分前後となる形式

b： 保健師，管理栄養士のいずれかが指導に当

たる。1人当たり20～30分となる形式

c： 健診または人間ドックの一連の流れの中で，

保健師，管理栄養士，健康運動指導士のい

ずれかによる個別保健相談。1人当たり10

～20分程度

d： 1人の保健師が初回面接から最終評価まで
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を担当して支援に当たる。一部のプログラ

ムでは，管理栄養士が受診者の食事分析を

行い，食事診断結果票を作成し，それに基

づき保健師が食事指導を行う

e：電話相談，予防医学相談室などを指す

特定保健指導は初回面接を実施した550人中，2人

が資格喪失（退職などによる医療保険者間の移動）と

なり，途中終了者31人を除いた517人（継続率94.0％）

を実施数とした（図3）。集団指導実施総数は9,077人

であった。

2015年度は，人間ドックで受診日当日に受診者全

員に対する保健相談を始めたので，健診時・人間ドッ

ク時保健相談が大幅な増加となった。それ以外の個

別保健指導は前年度とほぼ同数であった。集団指導

も，人間ドック時の栄養指導の実施方法を工夫した

ことにより参加者が増え，増加となった。

本年度は，人間ドック受診日当日の受診者全員に

対する保健相談の取り組みについて報告する。

人間ドック受診日当日の保健相談の取り組みにつ

いて

〔1〕背景

2013年から始まった第2期特定保健指導は，特定

保健指導対象者だけではなく，メタボリックシンド

ローム（メタボ）以外の人や若い年代にも，健診結

果について個別に情報提供を強化して実施すること

を推奨している。2014年度は契約健康保険組合の

みに実施したが，2015年度からは，この取り組み

を人間ドック全体に広げ，受診者全員への保健相談

を実施した。

〔2〕実施内容

本会の人間ドックでは，すべての検査が終了した後，

医師による診察および結果説明を実施している。今回

の取り組みでは，さらに診察での医師からの指摘を元

に保健師による保健相談を行い，具体的な生活習慣改

善の相談や受診者の健康に関する小さな疑問にも答え，

次回の人間ドック受診まで安心して過ごしていただけ

るようにした。

〔3〕実施結果

人間ドック受診者のうち，保健相談対象の6,384

人の中で，6,158人に保健相談を実施した（実施率

96.5％）。保健相談実施者のうち，保健相談時点で

要生活注意以上の有所見を認めなかった受診者は約

2割を占め，その35.6％が39歳以下であった。相談

内容は検査項目の説明が最も多く，栄養・運動・飲

酒・喫煙・ストレスなどの生活習慣に関すること，
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前回健診で指摘を受けた内容や健診後のフォローに

関する相談，自覚症状に関する相談があった。受診

者全員の保健相談導入により，通常保健師と接する

機会のない，所見がない受診者や若年者に，保健師

と面談する機会を提供できた。相談のなかった受

診者は8％で，大多数の受診者に対しては，日頃な

んとなく気になっている不安に対応することによ

り，所見には現れない個々のニーズに合わせた相談

ができたのではないかと思われる。また，有所見に

該当しないまでも経年的に健診データが悪化してい

るケースでは，有所見とならない段階で健康課題や

生活習慣を振り返るきっかけになればと考える。今

後はこの取り組みに対する受診者側の評価を確認し，

さらに多くの受診者に保健相談の場を活用してもら

えるようにしていきたい。

おわりに

厚生労働省は2014年度の国民健康栄養調査で，

健診を受診している者と比較して，健診を受診して

いない者では，男女ともに現在習慣的に喫煙してい

る者の割合，運動習慣がない者の割合，血圧の平均

値が高く，女性に関しては肥満者の割合も高いと発

表した。また一方で，肥満者の割合，糖尿病が強く

疑われる者の割合は，男女ともに増加しておらず，

収縮期血圧の平均値は男女ともに低下傾向にあるこ

とから，生活習慣病の予防対策に一定の効果がみら

れるとしている。こうしたことからも，健診実施機

関であり，生活習慣病予防対策を実施している本会

は，今後さらなる都民の健康増進に向けて，重要な

役割があると認識している。今後も，より多くの人

に健康診断を受けていただくために，健診を受診す

ることの大切さを発信し続けることは本会の責務で

ある。そして，ヘルスリテラシーの高い人（自分の

健康は自分で管理できる人）を増やせるよう，健診

受診の「その日」を有効活用していただける取り組

みを続けていきたいと考えている。

（文責　加藤京子）


